
到
彼
岸
に
問
う
「
命
の
有
様
と
そ
の
行
末
」

「お
彼
岸
」
は
、
古
代
か
ら
今
に
続
く
日
本
特
有
の
仏
事
で
す
。

お
墓
参
り
を
し
て
先
祖
の
生
死
に
思
い
を
馳
せ
、
自
ら
の
い
の
ち

の
本
性
を
自
覚
す
る
営
み
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
真
意
を
知
る
者

は
は
な
は
だ
少
な
い
よ
う
で
す
。

「彼
岸
」
と
は
正
し
く
は

「到
彼
岸
」、
つ
ま
り
此
の
岸
を
離
れ

彼
の
岸
に

「私
」
が
到
る
と
言
う
こ
と
で
す
。

娑
婆
の
見
立
で
は
、
こ
の
世
か
ら
あ
の
世
で
あ
る
。
ご
先
祖
様

は
あ
っ
ち
に
行
っ
た
け
ど
私
は
ま
だ
こ
っ
ち
に
い
る
。
い
ず
れ
は
私

も
逝
く
け
ど
ま
だ
ま
だ
早
い
。
い
つ
ま
で
も
こ
の
世
に
未
練
が
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
中
で
唯
一
学
ん
だ
こ
と
、
人
は
苦
楽
に
翻
弄
さ
れ

「死

に
と
う
な
い 

金
欲
し
い
」
と
い
う
迷
い
の
欲
海
か
ら
出
ら
れ
な
い
。

仏
の
教
え
に
聴
く
と
、
此
岸
は
欲
界
と
言
う
娑
婆
濁
世
、
彼

岸
は
仏
が
薦
め
る
浄
土
の
悟
り
で
す
。
此
岸
と
彼
岸
の
間
に
は
途

方
も
な
く
越
え
が
た
い
「我
執
」
と
い
う
壁
が
あ
り
ま
す
。
仏
教

は
こ
の
我
執
の
壁
を
問
題
に
し
ま
す
。

真
宗
で
は
先
に
逝
っ
た
者
を
先
達
と
言
い
ま
す
。
自
分
よ
り
も

先
に
行
っ
た
か
ら
だ
。
人
は
仲
間
と
言
う
社
会
を
作
り
、
互
い
の

様
子
を
伺
い
な
が
ら
自
ら
の
行
動
を
決
し
て
行
く
。
借
物
の
身
体

が
滅
尽
の
と
き
、
そ
の
心
行
を
先
達
に
聞
き
た
い
。
し
か
し
、
先

達
は
も
う
い
な
い
。
だ
か
ら
、
仏
に
聞
く
し
か
な
い
と
言
う
こ
と

で
す
。
こ
れ
が
彼
岸
の
仏
事
を
勤
め
る
者
の
心
構
え
で
す
。

今
年
も
春
の
彼
岸
会
が
勤
ま
る
。
先
達
の
供
養
を
縁
に
、
私
の

い
の
ち
の
あ
り
よ
う
と
そ
の
行
く
末
を
仏
さ
ま
の
智
慧
を
載
い
て

訪
ね
て
み
よ
う
と
想
い
ま
す
。

三
月
十
九
日
・
二
十
日
・
二
十
一
日

お
説
経
は
、
法
要
・
お
勤
め
・
勤
行
の
後
、
蓮
如
堂
於

本
徳
寺
春
彼
岸
讃
仏
会
日
程

布
教　

龍
野

・
西
法
寺　

岩
谷
教
授
師

　

中
日
に
は
コ
ー
ラ
ス
の
讃
歌
が
奉
納
さ
れ
、
三
日
と
も

法
要
中
に
写
経
が
行
実
さ
れ
ま
す
。

　

お
と
き
の
昼
食

（
六
百
円
）
を
ご
用
意
し
ま
す
。(

な

く
な
り
次
第
終
了)

春
彼
岸
会
の
午
前
中
行
事
再
開

午
前
七
時
半　

晨
朝
勤
行　

本
堂
・
蓮
如
堂

・
法
話

午
前
十
時　

 

門
徒
勤
行　

蓮
如
堂
・
続
き
説
教

午
後
一
時　
　

 

春
彼
岸
法
要　

本
堂
・
続
き
蓮
如
説
教

　

亀
山
本
坊
で
自
己
管
理
型
の
納
骨
壇
の
利
用
が
出
来

き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
左
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
合
先
・
本
徳
寺
寺
務
所
・
電
話(

２
３
５)

０
２
４
２

個
別
納
骨
壇
利
用
の
ご
案
内　

●
本
坊
永
代
経
法
要　

 

四
月
十
一
日
・
十
二
日

●
本
坊
蓮
如
忌
法
要　

五
月
十
七
日

い
ず
れ
も
午
前
の
行
事
と
お
と
き
の
昼
食
が
用
意
さ
れ
ま
す
。


